
＝（イコール）は，
つけないよ。

文字を使うと，問題場面を
順序通りに表すことができ
て，分かりやすいね。

2 文字を使った式

数量の大きさを表す式
第１クォーター 第３クォーター／第４クォーター

ルカ・パヴィチェヴィッチヘッドコーチは，食べすぎてしまった

ザック選手にトレーニングを命じました。

午前のトレーニングでは，100
メートルダッシュを8本行いました。
そして，午後のトレーニングで

走ったきょりと合わせて，3200m
になりました。

午後のトレーニングで走ったきょりを
xメートルとして，式に表しましょう。
また，午後のトレーニングで走った

きょりを求めましょう。

試合のあと，選手達みんなでご飯を食べに行くことになりました。からあ

げが大好きなザック・バランスキー選手は，お皿に山盛りのからあげをなん

と５皿分も食べました。

①　からあげが１皿に□個ずつ入っていたとして，ザック選手が食べたから

あげの数を式に表すと，□×5になります。

□のかわりに，文字 xを使って書きましょう。

式

②　１皿に20個ずつ入っていたとして，
xに20をあてはめ，ザック選手が食べ
たからあげの数を求めましょう。

式

答え〔 〕

答え〔 〕

xを使った式

午後のトレーニングで

走ったきょりを求める式

第２クォーター

次の場面を式に表しましょう。

①　１辺の長さがx cmの正方形の周りの長さ

式

②　１辺の長さが x cmの正方形の面積

式

x cm

x cm

午前のきょりと，
午後のきょりを合
わせると3200m
だから…

やま も


